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大学教育と職業キャリア
大卒男子企業内キャリアの多様化

1 はじめに

近年の就職難のもとで、大学教育の効用が問

われる時代がきている。特に大卒女子の場合、

7月段階での求人倍率は0.45倍と報じられてい

る。昨年度も学卒未就職者が大量に出ており、

個人的にも社会的にも教育投資の収益を回収す

ることにいっそう深刻にならざるをえない。力日

えて、女子の大学進学者数は、 1994年にいたる

まで増加を続けているところであり、これから

も当面は就職問題に目が離せない。

しかし、では景気が回復して学卒未就職者が

大量に出る事態が沈静化すれば、大学教育の効

用についての問題にならないのかというと、そ

うではない。例えば、大学卒で希望者のほとん

どが難なく就職していた数年前にしても、その

就職先での大卒者の仕事の如何によっては、大

学教育が過剰であるという議論も可能になるだ

ろう。
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つまり、就職したかどうかということは重要

な問題であるが、就職して、そこでどのような

領域の仕事をしているのか、その質的な吟味も

必要なのである。

そして、この大学教育の社会的効用の問題は、

就職という「点」ではなく、職業キャリアとい

う「線」を通して考えるべきであるということ

が、われわれが1991年の段階で「大卒就職研究

会」を組織し、さまざまの調査活動を進めた基

本仮説とでもいうべきものである。

人は、就職した時点の仕事をそのまま続ける

わけではない。転職や、配置転換等によって、

別の仕事へ移ったり移らされたりする。日本の

ホワイトカラーについての伝統的な理解という

のは、周知の通り、「さまざまの職務」をローテ

ーションで経験し、その経験によって企業内で

不可欠の職業的な知識・技術を得るというもの

である。そして今日でこそ、ホワイトカラー層

にも、逆に一つの部門の中で、限定された職務を



続けるパターンが出てきたというのが、多くの

調査研究の示唆するところである。

　そこで、企業内での職業の経験：を、ただ単に

「さまざまの職務」としておくのではなく、この

中にいくつかのパターンがあるのではないか、

そしてそのキャリアパターンと大学教育の特性

とがどのような関連を持つのか、こうした「キ

ャリア」から大学教育の効用を検討することと

した。すなわち、35の大学にご協力いただいて、

1983年から92年までの間に多様な専攻分野から

卒業した対象者について、その就職と職業経験

などを質問する郵送調査を実施した。以下本稿

で紹介するのは、20，335名の大卒者からの有効

回答に基づく、この調査結果の分析である（詳

細は、JIL調査研究報告書Nα56『大学就職指導と

大卒者の初期キャリア（その2）』（1994年）お

よびJIL調査研究報告書Na64『大卒者の初期キャ

リア形成』（1995年）を参照）。

　なお、ここでは、ホワイトカラーの典型的な

キャリアパターンと大学教育の関係を検討する

ため、以下、主に民間企業就職の男子に対象を

絞って検討を進めることとする。

2就職先と大学教育

　大卒男子の学部卒・大学院卒での就職先と大

学教育特性との関連を見たものが、表1である。

ここでは、公務や教員を含めて、就職先の業種

と職種を組み合わせて表示している。

　ここで、大学教育特性として、「学部」等の専

攻分野を、文系では人文系・法学系・経済学系

に、理系では理学系・工学系・農学系に分けて

おり、またサンプル数の多い経済学系と工学系

については「就職有利度」による4類型を設定

した。これは、学部卒業段階で就職活動をした

卒業者に「出身大学の名前」が「有利に働いた」

かどうかを質問し、その回答比率で分類してい

る。

　まず業種の特色としては、文系学部では卸小

売・金融・サービスに54．5％、製造・建設業に

21．0％就職している。理系学部では60．0％まで

が製造・建設業へ就職している。特に工学系「有

利度1」では、製造・建設業就職者の比率は76．3

％に達している。

　さらに職種を組み合わせてみると、文系では、

表1　大卒男子の学部卒業後の初職の業種・職種 ％、（）実数
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、文才系小計 100．0（5，503） 1．l　　　　　　ll．4　　　　　　　8．5　　　　　　　3．7　　　　　　1．4　　　　　　　1．1　　　　　　53．4　　　　　　　6．9　　　　　　　　【2．5

経済 有利度「 100．0（715） 1．3　　　　　　　6．3　　　　　　16．8　　　　　　　0。8　　　　　　0．3　　　　　　　0．7　　　　　　69．1　　　　　　0．7　　　　　　　　4，1

〃　2 100．0（695） 2．O　　　　　　l　4．8　　　　　　16．3　　　　　　　3．9　　　　　　1．2　　　　　　　0．7　　　　　　47．2　　　　　　　2．6　　　　　　　　11．4

〃　3 100．0（351） Ll　　　　　　l7．9　　　　　　　3．1　　　　　　4．6　　　　　　2．0　　　　　　　2．0　　　　　　61．0　　　　　　　2．6　　　　　　　　5．7

〃　4 100．0（866） 1．3　　　　　　13．6　　　　　　　5．1　　　　　　5．4　　　　　　1．6　　　　　　　1．1　　　　　　60．6　　　　　　　2．9　　　　　　　　8．5

人文 100．0（857） 0．8　　　　　　　9．8　　　　　　10．6　　　　　　　3．4　　　　　　1．6　　　　　　　1．2　　　　　　37．7　　　　　29．8　　　　　　　　11．4

法学 100．0（1，019） 0．4　　　　　　　7．9　　　　　　　3．9　　　　　　　2．4　　　　　　1．3　　　　　　　1．3　　　　　　43．9　　　　　　　3．6　　　　　　　30．0

理科系含計 100．0（4，724） 50．3　　　　　　　7．5　　　　　　　2．2　　　　　　　8．9　　　　　　1．0　　　　　　　5．5　　　　　　　8．5　　　　　　　6．l　　　　　　　IO．1

工学 ：有利度1 100．0（545） 71．9　　　　　　3．I　　　　　　I．3　　　　　　3．3　　　　　　0．7　　　　　　4．4　　　　　　　8．6　　　　　　2．4　　　　　　　　4．2

〃　2 100．0（632） 6L9　　　　　　　4．9　　　　　　　2．l　　　　　　l3．0　　　　　　0．9　　　　　　　5．4　　　　　　　4．6　　　　　　　2．7　　　　　　　　4．6

〃　3 100．0（895） 58．6　　　　　　8．4　　　　　　2．6　　　　　　7．3　　　　　　0．9　　　　　　6．1　　　　　　6．4　　　　　　2．0　　　　　　　　7．6

〃　4 100．0（314） 5L6　　　　　　14．6　　　　　　　3．5　　　　　　　8．3　　　　　　0．3　　　　　　　5．4　　　　　　　9．2　　　　　　　0．6　　　　　　　　6．4

理学 100．0（715） 31．3　　　　　　　4．8　　　　　　　1．5　　　　　　19．9　　　　　　2．2　　　　　　5．0　　　　　　　8．8　　　　　　21．8　　　　　　　　4．6

農学 100．0（623） 15．7　　　　　　10．6　　　　　　　L8　　　　　　　1．9　　　　　　0．3　　　　　　　5．5　　　　　　18。0　　　　　　　9．8　　　　　　　36．4

（注）1大学・学部類型「就職有利度」は、「大学名が就職時有利に働いた」への肯定率が80％以上＝有利度1、50－80％二有利度2、

　10・一50％＝有利度3、10％未満＝有利度4。
　2ここに掲げる以外の業種・業種不明の就職者、及び職種不明の就職者は除いて集計している。
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それぞれの業種で、事務ないし営業系の職種に

多く就職している。経済系学部について「就職

有利度」による差異をみると、事務職と営業職

に就職する比率が代替的であることが読みとれ

る。表では製造業についてその内訳を示してい

るように、経済系「有利度1」では製造の営業

6．3％に対して製造の事務が16．8％、「有利度4」

では営業13．6％対事務5．1％となっている。

　理系では、工学部ではそれぞれの業種で技術’

職に就職しているが、卸小売・金融・サービス

の場合、事務・営業系職種が多くなっている。

また、理学からは教員、農学部からは公務への

就職が多くなっている。また、工学系学部出身

者においても、就職有利度に応じて製造業と他

の業種の技術就職の比率が代替的であり、「有利

度1」では製造業の技術職が71．9％であるのに

対して、「有利度4」では51．6％にとどまってい

る。

　すなわち、「就職有利度」の高い学部出身者は

特定の業種・職種に集中して就職する傾向（大

銀行の事務や大メーカーの技術など）があるの

に対して、「就職有利度」の低い学部出身者が多

様な職業に分散して就職している。

　さて、文一理と事務・技術の対応関係をみる

と、文系でも技術職就職が見られるが、その受

け皿は情報・ソフトウエア産業が大部分である。

この業種の技術職は、理系でも、工学の「有利

度」の低い学部や理学で、情報・ソフトウエア

産業の技術など、で多いことが読みとれる。

　特に情報・ソフトウエア産業の技術職は、理

系では工学の「有利度2」という比較的就職に

有利なところや理学部をはじめとして、文系か

らも幅広く人材を受け入れていることが読みと

れる。

　すなわち、大学教育における文系・理系の区

分、職業の場における事務系・技術系の区分と

が今日就職の時点においてすでに1対1には対

6

応してはいない。とりわけ情報・ソフトウエア

産業が、文系＝事務、理系＝技術という枠組み

を壊すことに寄与していることを示唆している。

3大卒者の初期キャリア

（1）事務系キャリア・技術系キャリア

　大卒者の採用において、職種を細かく規定し

ている企業もあり、逆にNTTのように事務系一

技術系の採用区分すら外すという新たな試みも

見られるが、大卒者を採用する大半の企業は「事

務系」「技術系」の採用区分を用意している。

　就職時点で、すでに文系一事務、理系一技術

という仕切りが崩れている事例が見られたが、

大卒後一定期間就業した後はどうなっているの

だろうか。ここでこそ、仕事の経験、キャリア

を「線」で把握することが必要になる。そこで、

23の職務を用意して、就職後に経験した職務を

すべて回答してもらい、それをもとに、民間企

業大卒男子を事務系キャリアと技術系キャリア

に分けた。ここでは、技術系のいずれかの職務

を経験したことがある者は「技術系キャリア」

と分類し、事務系の職務しか経験していない者

のみを「事務系キャリア」とした。

　表2は、大学教育特性別にみた、技術系キャ

表2　大学教育特性と初期キャリア（事務系・技術系）

　　一大卒7～10年目の男子一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　％、（）実数

文系合計

経済 有利度1

L利度2

L利度3
L利度4

100，0（1，947）

P00．0（371）

P00．0（266）

P00，0（128）

P00．0（657）

75．1　　24．9

V8．2　　　21．8

W0．8　　　ig．2

V2．7　　　27．3

V7．0　　　23．0

人文

@学

100．0（208）

P00．0（317）

51．0　　　49．0

V9．5　　20．5

理系合計

工学 有利度1

L利度2

L利度3

L利度4

100．0（1，743）

P00．0（290）

P00．0（260）

奄盾n．0（731）

P00，0（I13）

8．1　　9L9
R．4　　　96．6

R．8　　　96．2

V．5　　　92．5

P2．4　　87．6

理学

_学

100．0（ig9）

P00．0（150）

8．5　　　91．5

Q4．0　　　76．0

㈱　事務系・技術系両者の経験を持つ者は、技術系に分類。



表3　男子事務系キャリアと大学教育（大卒7～10年目） ％、（）実数

犬学・学部類型
r定　　着

合　　計、
事務複数1　事務複数2　　事務単一　　周　　辺　　他の事務系 転職

文系合計

経済 有利度1

L利度2

L利度3

L利度4

100．0（1，462）

P00．0（290）

P00．0（215）

P00．0（　93）

P00．0（506）

10．7　　　　　　　　　28．3　　　　　　　　　30．6　　　　　　　　　3．4　　　　　　　　　　1．2

Q0．3　　　　　　　　　40．0　　　　　　　　　29．0　　　　　　　　　　2．l　　　　　　　　　　I．4

P3．5　　　　　　　　　38．6　　　　　　　　　　38．I　　　　　　　　　　l，9　　　　　　　　　　0．9

X．7　　　　　　　　　　14．0　　　　　　　　　40．9　　　　　　　　　　2．2　　　　　　　　　　　1．1

S．5　　　　　　　　　22．7　　　　　　　　　30．2　　　　　　　　　4．7　　　　　　　　　　0．4

25．8

V．2

V．0

R2．3

R7．4

人　　文

@　　学

100．0（106）

P00．0（252）

12．3　　　　　　　　　10．4　　　　　　　　　22．6　　　　　　　　　4．7　　　　　　　　　　3．8

X．1　　　　　　　　　30．2　　　　　　　　　26．6　　　　　　　　　　3．6　　　　　　　　　　　1．6

46．2

Q9．0

理系合計 100，0（142） 4．2　　　　　　　　　19．0　　　　　　　　　43．7　　　　　　　　　9．2　　　　　　　　　　4．2 19．7

（注）事務系ホワイトカラー（技術系職務・研究職その他の専門職を経験していない者と定義）

　「事務複数1」＝「企画・調査・広報」と「営業」の両職務を経験、

　「事務複数2」ニ「事務複数1」以外の複数職務を経験、

　「事務単一」＝事務・営業系の一つの職務のみを経験、

　「周辺」＝「保安・サービス」「運輸・通信」「工場・資材管理」「製造・技能職」のいずれか経験、

　「その他事務系」

リアの比率である。文系では技術系キャリアに

分類される大卒者が4分の1にまで達しており、

逆に、理系出身者で、学部卒業後7年以上にわ

たって一切事務的な職務を経験していない者も

8．1％いる。

　また、文系では、経済系の就職有利度の低い

学部と人文系学部の出身者で技術系キャリアに

入る比率が高い。理系では、工学系の就職有利

度の低い学部と農学部の出身者で事務系キャリ

アに入る比率が高くなっており、いわゆる就職

銘柄大学、就職向け学部では、専攻分野と職業

キャリアの関連が強く、その他で、大学教育の

専門の区分と企業内での職務経験との対応が崩

れている弱い部分を見ることができる。

（2）事務系キャリアにおける職務経験の幅広さ

　と業種による差異

　それでは、それぞれ事務系・技術系キャリア

の中でのパターンを検討してみよう。

　まず、事務系ホワイトカラーでは、技術系と

比べて相対的に経験職務数が多く、複数の職務

を経験している。キャリアの自己評価をたずね

ても、部門間での移動を経験した者ほど「次第

に高度な業務を経験している」「出世コースのキ

ャリアを経験：」と回答している。また、経験職

務の種類や組み合わせによって、昇進・年収に

も差が生じる傾向がある。ただし、こうした傾

向は、業種・企業規模によって差があり、経験

職務数の多い「金融・保険業」で特に強く、こ

れに対して、「製造・建設業」では単一の職務経

験を続けている者が多く、かつ経験職務数によ

って昇進・年収に顕著な差が見られない。

　ともあれ、こうした検討を経て、表3に示す

キャリアのパターンを得た。まず、学卒後就職

した企業内に勤続している者と転職者に分け、

定着者を経験職務の種類と組み合わせで分類し

ている。なお、ここでは、転職して技術系等の

職種を経験した場合には技術系キャリアに分類

されることになるので、この定着一離職の比率

が、いわゆる離職率と対応するものではないこ

とに注意されたい。

　特に「事務系複数職務経験」者については、

さらに、「企画・調査・広報」と「営業」とをと

もに経験するような組み合わせが多くあり、典

型的なパターンとして取り出し、その他の「複

数職務経験」と区別した。業種によっては、同

じ複i数職務においても、このように「新3K」

と呼ばれるような企画・広報・国際や総務・人

事などの後方的部門と、現場の営業部門という

質の異なる両方の部門の職務をともに経験して

いるような場合、典型的な幅広い事務系ジェネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



表4　男子技術系キャリアと大学教育（大卒7～10年目） ％、（）実数

“　　りu　’や　　　　　　　vwmu　「

U学園部類塑
　　　　軌ﾊ2ζb’
{覧綴　　　≧　鳶　七

誌’着，　　　　　瀞一’
ウペ　　硲　　’　や

…計・♂’

開溌研究蜂賄撫三会轍痙麟濾辺℃遡鶴
無封㍉

理系合計

工学 有利度1

L利度2

L利度3

L利度4

100．0（1，601）

P00．0（280）

P00．0（250）

P00．0（676）

P00，0（　99）

21．9　　　　　　　9．I　　　　　　l3．1　　　　　　　9．6　　　　　　　15．4　　　　　　　7．7　　　　　　　0．6

R0。0　　　　　　　19．3　　　　　　　15．7　　　　　　　6．4　　　　　　　8．9　　　　　　　4．6　　　　　　　0．4

Q9．2　　　　　　　10．O　　　　　　　l4．4　　　　　　　8．8　　　　　　22．4　　　　　　　3．6　　　　　　　0．4

Q1．3　　　　　　　　3．3　　　　　　　14．6　　　　　　　1L7　　　　　　　11．8　　　　　　　10．7　　　　　　　0．3

P1．1　　　　　　　　0．0　　　　　　　　8．l　　　　　　　IO．l　　　　　　　I2．I　　　　　　　l2．1　　　　　　　0．0

22．7

P4．6

P1．2

Q6．3

S6．5

理　　学

_　　学

100．0（182）

P00．0（114）

17．O　　　　　　　l　3．2　　　　　　　　9．3　　　　　　　　6．0　　　　　　　33．5　　　　　　　　5．5　　　　　　　2．2

V．O　　　　　　　l8．4　　　　　　　4．4　　　　　　　1　L4　　　　　　　10．5　　　　　　　6．l　　　　　　　l．8

13．2

S0．4

文系合計 100．0（485） 2．3　　　　　　　　3．9　　　　　　　　1．0　　　　　　　　4．3　　　　　　　26．6　　　　　　　　6．0　　　　　　　9．9 46．0

（注）技術系ホワイトカラー（技術系職務・研究職その他の専門職経験者と定義）

　「開発」＝「開発・設計」のみ経験、

　「研究」＝「研究」を経験、

　「生産技術」＝「生産技術」を経験、

　「技術優位の混合」＝「その他技術」「工程・資材管理」のいずれか経験、

　「事務優位の混合」＝事務・営業系職務と「開発・設計」の両方を経験か、「情報処理」「サービスエンジニア」のいずれか経験、

　「技術系周辺」＝「保安・サービス」「運輸・通信」「製造・技能職」のいずれか経験、

　「その他技術系」

ラリストキャリアという可能性が高く、こうし

た組み合わせが、昇進や年収の可能性を高める

キャリアパターンとして取り出されるのである。

キャリアパターンとしては、そのほかに「事務

系単一職務経験」、グレーカラー的な職務を経験

している「周辺」型、「その他」とした。

　表をみて明らかな通り、まず、定着・転職に

ついて大学教育特性が強く関連している。人文

冬至よび経済系でも「就職有利度」の低い大学

出身者で転職が多い。

　定着者の職務経験のパターンにおいても、大

学教育特性と関係しており、経済系の「就職有

利度」の高い大学出身者ほど複数職務経験が多

く、「有利度1」では6割がいずれかのタイプの

事務系複数職務の経験をしていることがわかる。

また、理系出身の事務系ホワイトカラーの場合、

「事務系単一職務」経験が多くなっている。

（3）技術系キャリアにおける単一職務での職務

　内容の深まり

　技術系ホワイトカラーは、事務系と比較して

経験職務数は少ない。また、初任配属が「開発・

設計」である者が多く、しかもそのうち半数近

くは部門間の異動を経験していない。そして、

こうした単一職務を継続しながら、「次第に高度
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な専門的知識・技術を必要とする職務」を経験

しているという回答が、就業年数とともに増加

しており、単一職務のもとでキャリアの深まり

が見られる。

　したがって、技術系のキャリアは、「開発・設

計」を起点として、そこだけにとどまる場合と、

他の「研究」「生産技術」など、さらに「営業」

などの事務系職務を合わせて経験する場合とに

パターン分けできる。こうして、技術系キャリ

アについては、表4に示される通りのパターン

を区別した。すなわち、ここでもまず定着者と

離職者を分けた後、定着者について、「開発」「研

究」「生産技術」「技術優位の混合」「事務優位の

混合」「周辺」「その他」とした。大卒後7年以

上にわたって、一企業で「開発」のみの職務を

継続している者が理系出身の技術系ホワイトカ

ラー層の中でも2割を占めていることがわかる。

　ここでも大学教育特性との関連が強く、工学

系技術系キャリアの内訳をみると、「有利度1」

の出身者では、ほぼ半数が「開発」または「研

究」キャリアを辿っているのに対して、「有利度

3」では4分の1、「有利度4」では10分の1の

比率となっている。逆に、工学系「有利度3」

「有利度4」では、技術系職務と事務的職務との
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混合型のキャリア、周辺的キャリアなども一定

数あり、こうした学部卒業者のキャリアが多様

に分散していることがわかる。転職者比率は、

全体で22．7％であるが、「有利度1」「有利度2」

ではそれぞれ14．6％、11．2％であるのに対して、

「有利度3」で4分の1、「有利度4」で半数近

くに達している。

　理学部、農学部出身者の場合、一方では「研

究」キャリアが多いものの、技術系キャリアの

主要パターンである「開発」型が少なく、その

分は「事務優位の混合」や「転職」キャリアが

多くなっている。

　また、文系学部出身の技術屋ホワイトカラー

では、一企業内でも「事務優位の混合」型の経

験を多くしている。

　技術系ホワイトカラーの場合、事務系とは異

なり、単一職務でのキャリアの深まりに注目す

ることができる。同時に、こうした典型的なキ

ャリアをたどるのは、就職銘柄大学であり、工

学系の出身者である。また、技術系と事務系の

職務の融合したキャリアを辿る大卒者が工学系

出身者に幅広く分布している。つまり、必ずし

も「就職有利度」に対応せず、比較的各層から

技術系人材を吸収しており、技術系職業領域を

拡大しているとみることができる。

4高等教育の多様化と
　職業キャリア研究の課題

　大卒男子の企業内キャリアが多様化しつつあ

り、事務系・技術系それぞれいくつかをパター

ン化してみることで、より適切に大学教育と「キ

ャリア」の関連の如何を検討することができる

ことが明らかになった。大学教育における文理

の枠組みと経済社会における事務系・技術系の

枠組みとが、それぞれに変化しつつ、これまで

と異なる対応・結合関係を生じつつあるとみる

ことができるのではないだろうか。

　今日、企業のリストラクチャリングと企業内

のホワイトカラーの人材育成の仕組みやその革

新が論じられ、このテーマに多くの関心が寄せ

られている。本稿は、こうしたテーマを見る際

に、大学教育との関連を検討することの重要性

を主張するものである。特に、毎年10以上の新

しい名称の学部が登場する昨今、大学教育にお

ける専門分野の多様化、学際化が一段と進行し

つつある。これまでの学歴社会論的な視角のみ

では、こうした大衆化時代の大学教育の変動と

そこでの経済社会的効用の検討に辿り着きえな

い。

　ここで紹介した研究結果は、すなわち大学教

育と職業キャリアについての新しい研究領域へ

の入り口にあるということがいえよう。
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i大学院教育学研究科博士課程修了。主な著書に　i

i『戦後経済と教育の構造変動』など。教育社会i
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